
(57)【要約】

【課題】患部に対して深くクリッピングすることができ

、しかも一旦クリップ閉じ動作に入っても不完全なクリ

ッピングになりそうな場合等には途中でやり直しをして

、クリップが長期間にわたって脱落しないように確実に

クリッピングすることができる内視鏡用クリップ装置を

提供すること。

【解決手段】クリップを、嘴状に開閉するように中央部

で曲げ変形自在なくの字状の嘴状部材３Ａと、嘴状部材

３Ａに対して逆向きの逆くの字状に曲がった状態から真

っ直ぐな状態を経て嘴状部材３Ａの内側位置において嘴

状部材３Ａと同方向のくの字状に曲がった状態に変形自

在な駆動部材３Ｂとにより構成して、嘴状部材３Ａと駆

動部材３Ｂとを各々の両端近傍において係合させた。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
可 撓 性 シ ー ス 内 に 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 挿 通 配 置 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 が 上 記 可 撓 性 シ
ー ス の 先 端 部 分 に 配 置 さ れ た ク リ ッ プ に 連 結 さ れ 、 上 記 操 作 ワ イ ヤ を 上 記 可 撓 性 シ ー ス の
基 端 側 か ら 牽 引 操 作 す る こ と に よ り 、 上 記 ク リ ッ プ が 嘴 状 に 開 い た 状 態 か ら 閉 じ た 状 態 に
変 化 し た 後 、 上 記 操 作 ワ イ ヤ と 上 記 ク リ ッ プ と の 連 結 を 外 す こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ
た 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 に お い て 、
　 上 記 ク リ ッ プ を 、 嘴 状 に 開 閉 す る よ う に 中 央 部 で 曲 げ 変 形 自 在 な く の 字 状 の 嘴 状 部 材 と
、 上 記 嘴 状 部 材 に 対 し て 逆 向 き の 逆 く の 字 状 に 曲 が っ た 状 態 か ら 真 っ 直 ぐ な 状 態 を 経 て 上
記 嘴 状 部 材 の 内 側 位 置 に お い て 上 記 嘴 状 部 材 と 同 方 向 の く の 字 状 に 曲 が っ た 状 態 に 変 形 自
在 な 駆 動 部 材 と に よ り 構 成 し て 、 上 記 嘴 状 部 材 と 上 記 駆 動 部 材 と を 各 々 の 両 端 近 傍 に お い
て 係 合 さ せ 、
　 上 記 操 作 ワ イ ヤ に よ っ て 上 記 駆 動 部 材 の 中 央 部 を 後 方 か ら 牽 引 す る こ と に よ り 、 上 記 駆
動 部 材 が 逆 く の 字 状 に 折 れ 曲 が っ た 状 態 か ら 真 っ 直 ぐ な 状 態 に な っ て 上 記 嘴 状 部 材 が 開 い
た 状 態 に な り 、 上 記 操 作 ワ イ ヤ を さ ら に 牽 引 す る こ と に よ り 、 上 記 駆 動 部 材 が 真 っ 直 ぐ な
状 態 か ら く の 字 状 に な っ て 上 記 嘴 状 部 材 が 閉 じ た 状 態 に な る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 ク
リ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
ク リ ッ ピ ン グ 対 象 に 対 し て 係 合 す る 爪 部 が 上 記 嘴 状 部 材 の 先 端 を 内 方 に 折 り 曲 げ て 形 成 さ
れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 嘴 状 部 材 の 両 端 近 傍 と 上 記 駆 動 部 材 の 両 端 近 傍 と が 、 一 方 に 形 成 さ れ た 括 れ 部 を 他 方
に 形 成 さ れ た 通 孔 に 通 し て 係 合 し て い る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 駆 動 部 材 の 中 央 部 に 連 結 さ れ た 駆 動 ワ イ ヤ に 対 し て 上 記 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 が 分 離 可 能
に 連 結 さ れ て い る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 操 作 ワ イ ヤ を 通 過 さ せ る た め の 貫 通 孔 が 、 上 記 嘴 状 部 材 の 中 央 部 に 穿 設 さ れ て い る 請
求 項 ４ 記 載 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 駆 動 部 材 が 上 記 嘴 状 部 材 と 同 様 の く の 字 状 に な っ て 上 記 嘴 状 部 材 が 閉 じ た 状 態 に な る
ま で 上 記 操 作 ワ イ ヤ が 牽 引 さ れ る と 、 上 記 駆 動 ワ イ ヤ が 上 記 貫 通 孔 に 係 止 さ れ る こ と に よ
り 上 記 嘴 状 部 材 が 閉 じ た 状 態 が 維 持 さ れ る 請 求 項 ５ 記 載 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 通 し て 使 用 さ れ て 、 体 内 の 止 血 、 結 紮 或
い は マ ー キ ン グ 等 を 行 う た め に 用 い ら れ る 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 は 一 般 に 、 可 撓 性 シ ー ス 内 に 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 挿 通 配 置 さ れ
た 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 が 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 部 分 に 配 置 さ れ た ク リ ッ プ に 連 結 さ れ 、 操 作 ワ
イ ヤ を 可 撓 性 シ ー ス の 基 端 側 か ら 牽 引 操 作 す る こ と に よ り 、 ク リ ッ プ が 嘴 状 に 開 い た 状 態
か ら 閉 じ た 状 態 に 変 化 し た 後 、 操 作 ワ イ ヤ と ク リ ッ プ と の 連 結 を 外 す こ と が で き る よ う に
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の よ う な 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 の ク リ ッ プ は 、 バ ネ 性 の あ る 材 料 に よ っ て 嘴 状 に 開 閉
自 在 に 形 成 さ れ 、 操 作 ワ イ ヤ に よ っ て 後 方 か ら 牽 引 さ れ る こ と に よ り ク リ ッ プ 閉 じ 筒 体 内
に 引 き 込 ま れ て 閉 じ 、 そ の 状 態 を 維 持 す る よ う に な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 特 許
文 献 ２ ） 。

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-58626 A 2005.3.10



【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ９ １ ６ ０ ９
【 特 許 文 献 ２ 】 実 公 平 ４ － ２ ６ ０ ９ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 上 述 の よ う に ク リ ッ プ が 操 作 ワ イ ヤ に よ っ て 後 方 か ら 牽 引 さ れ る こ と に よ り ク
リ ッ プ 閉 じ 筒 体 内 に 引 き 込 ま れ て 閉 じ る 構 成 で は 、 ク リ ッ プ が 閉 じ な が ら 後 方 に 退 避 し て
し ま う の で 、 患 部 に 対 す る ク リ ッ ピ ン グ 状 態 が 浅 く な り が ち で あ り 、 ま た 、 一 度 ク リ ッ プ
閉 じ 動 作 に 入 る と ク リ ッ プ を 元 の 開 い た 状 態 に 戻 せ な い た め 途 中 で や り 直 し が き か ず 、 不
完 全 な ク リ ッ ピ ン グ 状 態 で 体 内 に 留 置 さ れ た ク リ ッ プ が 短 期 間 の う ち に 脱 落 し て し ま う こ
と が 珍 し く な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 患 部 に 対 し て 深 く ク リ ッ ピ ン グ す る こ と が で き 、 し か も 一 旦 ク リ ッ プ
閉 じ 動 作 に 入 っ て も 不 完 全 な ク リ ッ ピ ン グ に な り そ う な 場 合 等 に は 途 中 で や り 直 し を し て
、 ク リ ッ プ が 長 期 間 に わ た っ て 脱 落 し な い よ う に 確 実 に ク リ ッ ピ ン グ す る こ と が で き る 内
視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 は 、 可 撓 性 シ ー ス 内 に 軸 線
方 向 に 進 退 自 在 に 挿 通 配 置 さ れ た 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 が 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 部 分 に 配 置 さ れ
た ク リ ッ プ に 連 結 さ れ 、 操 作 ワ イ ヤ を 可 撓 性 シ ー ス の 基 端 側 か ら 牽 引 操 作 す る こ と に よ り
、 ク リ ッ プ が 嘴 状 に 開 い た 状 態 か ら 閉 じ た 状 態 に 変 化 し た 後 、 操 作 ワ イ ヤ と ク リ ッ プ と の
連 結 を 外 す こ と が で き る よ う に 構 成 さ れ た 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 に お い て 、 ク リ ッ プ を 、
嘴 状 に 開 閉 す る よ う に 中 央 部 で 曲 げ 変 形 自 在 な く の 字 状 の 嘴 状 部 材 と 、 嘴 状 部 材 に 対 し て
逆 向 き の 逆 く の 字 状 に 曲 が っ た 状 態 か ら 真 っ 直 ぐ な 状 態 を 経 て 嘴 状 部 材 の 内 側 位 置 に お い
て 嘴 状 部 材 と 同 方 向 の く の 字 状 に 曲 が っ た 状 態 に 変 形 自 在 な 駆 動 部 材 と に よ り 構 成 し て 、
嘴 状 部 材 と 駆 動 部 材 と を 各 々 の 両 端 近 傍 に お い て 係 合 さ せ 、 操 作 ワ イ ヤ に よ っ て 駆 動 部 材
の 中 央 部 を 後 方 か ら 牽 引 す る こ と に よ り 、 駆 動 部 材 が 逆 く の 字 状 に 折 れ 曲 が っ た 状 態 か ら
真 っ 直 ぐ な 状 態 に な っ て 嘴 状 部 材 が 開 い た 状 態 に な り 、 操 作 ワ イ ヤ を さ ら に 牽 引 す る こ と
に よ り 、 駆 動 部 材 が 真 っ 直 ぐ な 状 態 か ら く の 字 状 に な っ て 嘴 状 部 材 が 閉 じ た 状 態 に な る よ
う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 ク リ ッ ピ ン グ 対 象 に 対 し て 係 合 す る 爪 部 が 嘴 状 部 材 の 先 端 を 内 方 に 折 り 曲 げ て 形
成 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 嘴 状 部 材 の 両 端 近 傍 と 駆 動 部 材 の 両 端 近 傍 と が 、 一 方 に 形 成
さ れ た 括 れ 部 を 他 方 に 形 成 さ れ た 通 孔 に 通 し て 係 合 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 駆 動 部 材 の 中 央 部 に 連 結 さ れ た 駆 動 ワ イ ヤ に 対 し て 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 が 分 離 可 能
に 連 結 さ れ て い て も よ く 、 そ の 場 合 、 操 作 ワ イ ヤ を 通 過 さ せ る た め の 貫 通 孔 が 、 嘴 状 部 材
の 中 央 部 に 穿 設 さ れ て い て も よ く 、 駆 動 部 材 が 嘴 状 部 材 と 同 様 の く の 字 状 に な っ て 嘴 状 部
材 が 閉 じ た 状 態 に な る ま で 操 作 ワ イ ヤ が 牽 引 さ れ る と 、 駆 動 ワ イ ヤ が 貫 通 孔 に 係 止 さ れ る
こ と に よ り 嘴 状 部 材 が 閉 じ た 状 態 が 維 持 さ れ る よ う に し て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 操 作 ワ イ ヤ に よ っ て 駆 動 部 材 の 中 央 部 を 後 方 か ら 牽 引 す る こ と に よ り
、 駆 動 部 材 が 逆 く の 字 状 に 折 れ 曲 が っ た 状 態 か ら 真 っ 直 ぐ な 状 態 に な っ て 嘴 状 部 材 が 開 い
た 状 態 に な り 、 操 作 ワ イ ヤ を さ ら に 後 方 か ら 牽 引 す る こ と に よ り 、 駆 動 部 材 が 真 っ 直 ぐ な
状 態 か ら く の 字 状 に な っ て 嘴 状 部 材 が 閉 じ た 状 態 に な り 、 嘴 状 部 材 を ほ と ん ど 前 後 方 向 に
動 か す こ と な く 開 閉 さ せ る こ と が で き る の で 、 患 部 に 対 し て 十 分 に 深 く ク リ ッ ピ ン グ す る
こ と が で き 、 し か も 一 旦 ク リ ッ プ 閉 じ 動 作 に 入 っ て も 不 完 全 な ク リ ッ ピ ン グ に な り そ う な
場 合 等 に は 途 中 で や り 直 し を し て 、 ク リ ッ プ が 長 期 間 に わ た っ て 脱 落 し な い よ う に 確 実 に
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ク リ ッ ピ ン グ す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ク リ ッ プ を 、 嘴 状 に 開 閉 す る よ う に 中 央 部 で 曲 げ 変 形 自 在 な く の 字 状 に 形 成 さ れ た 嘴 状
部 材 と 、 嘴 状 部 材 に 対 し て 逆 向 き の 逆 く の 字 状 に 曲 が っ た 状 態 か ら 真 っ 直 ぐ な 状 態 を 経 て
嘴 状 部 材 の 内 側 位 置 に お い て 嘴 状 部 材 と 同 方 向 の く の 字 状 に 曲 が っ た 状 態 に 変 形 自 在 な 駆
動 部 材 と を 各 々 の 両 端 近 傍 に お い て 係 合 さ せ て 構 成 し 、 駆 動 部 材 の 中 央 部 を 操 作 ワ イ ヤ に
よ っ て 後 方 か ら 牽 引 で き る よ う に す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 １ と 図 ２ は 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 の 先 端 近 傍 部 の 斜 視 図 と 側 面 断 面 図 で あ り 、 １ は 、
ス テ ン レ ス 鋼 線 を 一 定 の 径 で 密 着 巻 き し て 形 成 さ れ た コ イ ル パ イ プ 又 は 四 フ ッ 化 エ チ レ ン
樹 脂 チ ュ ー ブ 等 の 可 撓 性 チ ュ ー ブ 等 か ら な る 可 撓 性 シ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 可 撓 性 シ ー ス １ の 先 端 に は 硬 質 材 か ら な る 円 筒 状 の 先 端 チ ッ プ １ ａ が 固 着 さ れ て お り 、
可 撓 性 シ ー ス １ 内 に は 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 操 作 ワ イ ヤ ２ が 挿 通 配 置 さ れ て い る 。 先 端 チ
ッ プ １ ａ の 内 径 寸 法 は 、 後 述 す る 嘴 状 部 材 ３ Ａ が 入 り 込 ま な い 範 囲 の 寸 法 に 設 定 さ れ て い
る 。 操 作 ワ イ ヤ ２ と し て は 、 コ イ ル パ イ プ 又 は 金 属 製 ロ ー プ 等 を 用 い る こ と が で き 、 可 撓
性 シ ー ス １ の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 （ 図 示 せ ず ） に よ り 牽 引 操 作 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 可 撓 性 シ ー ス １ の 先 端 チ ッ プ １ ａ の 先 端 開 口 の 前 側 に は 、 中 央 部 で 曲 が っ た く の 字 状 に
形 成 さ れ た 嘴 状 部 材 ３ Ａ と 、 嘴 状 部 材 ３ Ａ に 対 し て 逆 向 き の 逆 く の 字 状 に 曲 が っ た 駆 動 部
材 ３ Ｂ と を 組 み 合 わ せ て 構 成 さ れ た ク リ ッ プ が 配 置 さ れ て お り 、 ク リ ッ ピ ン グ 対 象 に 対 し
て 係 合 す る 爪 部 ３ ａ が 、 嘴 状 部 材 ３ Ａ の 先 端 を 内 方 に 折 り 曲 げ て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 嘴 状 部 材 ３ Ａ と 駆 動 部 材 ３ Ｂ と は 、 嘴 状 部 材 ３ Ａ の 両 端 の 近 傍 位 置 に 形 成 さ れ た 通 孔 ４
に 、 駆 動 部 材 ３ Ｂ の 両 端 の 近 傍 位 置 に 形 成 さ れ た 括 れ 部 ５ が 外 れ な い よ う に 通 さ れ た 状 態
で 、 多 少 の ガ タ つ き を 持 っ て 可 動 に 係 合 し て い る 。 た だ し 、 駆 動 部 材 ３ Ｂ に 通 孔 ４ を 形 成
し て 嘴 状 部 材 ３ Ａ に 括 れ 部 ５ を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ６ は 、 駆 動 部 材 ３ Ｂ の 中 央 部 を 囲 む 状 態 に 駆 動 部 材 ３ Ｂ に 連 結 さ れ て 後 方 に 短 く 延 出 す
る 硬 質 の 駆 動 ワ イ ヤ で あ り 、 そ の 端 部 と 操 作 ワ イ ヤ ２ の 先 端 と が 継 ぎ 管 ７ に よ っ て 連 結 さ
れ て い る 。 し た が っ て 、 継 ぎ 管 ７ と 駆 動 ワ イ ヤ ６ を 介 し て 操 作 ワ イ ヤ ２ が 駆 動 部 材 ３ Ｂ に
連 結 さ れ た 状 態 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 継 ぎ 管 ７ は 、 外 径 が 後 方 へ 次 第 に 細 く な る テ ー パ 管 で あ り 、 そ の 先 側 半 部 に 駆 動 ワ イ ヤ
６ が 銀 ロ ー 付 け 等 に よ り 強 固 に 固 着 さ れ 、 後 側 半 部 に 操 作 ワ イ ヤ ２ が 接 着 剤 等 に よ り 所 定
以 下 の 強 度 で 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 嘴 状 部 材 ３ Ａ の 中 央 部 に は 、 操 作 ワ イ ヤ ２ が 緩 く 通 過 す る 貫 通 孔 ８ が 穿 設 さ れ て い る 。
こ の 貫 通 孔 ８ の 径 は 、 継 ぎ 管 ７ の 外 径 の 最 小 径 よ り 大 き く て 最 大 径 よ り 小 さ く 、 継 ぎ 管 ７
の 中 間 部 分 が き つ く 嵌 ま り 込 む 寸 法 に 設 定 さ れ て い る 。 こ の よ う に 構 成 さ れ た 嘴 状 部 材 ３
Ａ は 、 嘴 状 に 開 閉 す る よ う に 中 央 部 で 弾 性 変 形 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 塑 性 変 形 す る
よ う に し て も 差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 方 、 駆 動 部 材 ３ Ｂ は 中 央 部 だ け が 焼 き な ま し 処 理 又 は 薬 品 加 工 或 い は 他 の 部 分 よ り 薄
肉 化 さ れ て 、 そ の 部 分 で 自 在 に 折 れ 曲 が る こ と が で き る よ う に 形 成 さ れ て お り 、 図 １ 及 び
図 ２ に 示 さ れ る 逆 く の 字 状 に 曲 が っ た 状 態 か ら 図 ３ に 示 さ れ る 真 っ 直 ぐ な 状 態 を 経 て 、 図
４ 及 び 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 嘴 状 部 材 ３ Ａ と 同 方 向 の く の 字 状 に 曲 が っ た 状 態 に 変 形 す る
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こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 は 、 使 用 準 備 の 間 は 図 １ 及 び 図 ２
に 示 さ れ る よ う に 、 操 作 ワ イ ヤ ２ が 先 側 へ 押 し 込 ま れ て 、 駆 動 部 材 ３ Ｂ が 嘴 状 部 材 ３ Ａ と
逆 の 逆 く の 字 状 に な っ て 嘴 状 部 材 ３ Ａ が 閉 じ た 状 態 に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 図 示 さ れ て い な い 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 通 さ れ て ク リ ッ ピ ン グ 対 象
の 患 部 が 見 つ か っ た ら 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に 、 操 作 ワ イ ヤ ２ を 手 元 側 か ら 牽 引 す る こ と
に よ り 嘴 状 部 材 ３ Ａ の 後 端 部 が 先 端 チ ッ プ １ ａ に 当 接 し 、 駆 動 部 材 ３ Ｂ が 真 っ 直 ぐ な 状 態
に な っ て 嘴 状 部 材 ３ Ａ が 最 も 大 き く 開 い た 状 態 に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に 、 さ ら に 操 作 ワ イ ヤ ２ を 手 元 側 か ら 牽 引 す る と 、 駆 動 部
材 ３ Ｂ が 嘴 状 部 材 ３ Ａ の 内 側 で 嘴 状 部 材 ３ Ａ と 同 様 の く の 字 状 に な っ て 嘴 状 部 材 ３ Ａ を 閉
じ さ せ 、 嘴 状 部 材 ３ Ａ の 先 端 に 形 成 さ れ て い る 爪 部 ３ ａ が ク リ ッ ピ ン グ 対 象 の 患 部 １ ０ ０
に 食 い つ い た 状 態 に な る 。 た だ し 、 そ の 途 中 の 過 程 で 不 完 全 な ク リ ッ ピ ン グ に な っ て し ま
い そ う に 思 わ れ る 場 合 等 に は 、 図 ３ に 示 さ れ る 開 き 状 態 に 戻 し て や り 直 し を す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 嘴 状 部 材 ３ Ａ が 患 部 １ ０ ０ に 確 実 に ク リ ッ ピ ン グ さ れ た ら 、 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 さ
ら に 操 作 ワ イ ヤ ２ を 手 元 側 か ら 牽 引 す る こ と に よ り 、 継 ぎ 管 ７ が 貫 通 孔 ８ 内 に き つ く 食 い
込 ん で そ こ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ れ に よ っ て 嘴 状 部 材 ３ Ａ が 閉 じ た 状 態 が 維 持 さ れ 、 続 い て 、 操 作 ワ イ ヤ ２ の 先 端 と 継
ぎ 管 ７ と の 接 着 が 破 壊 さ れ て 操 作 ワ イ ヤ ２ が 駆 動 ワ イ ヤ ６ か ら 分 離 さ れ 、 ク リ ッ プ ３ Ａ ，
３ Ｂ が 体 内 に 留 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば ク リ ッ ピ ン グ 後 の 操 作 ワ
イ ヤ ２ と 駆 動 ワ イ ヤ ６ と の 分 離 は 、 機 械 的 な 係 合 の 解 除 又 は 操 作 ワ イ ヤ ２ の 切 断 そ の 他 ど
の よ う な 手 段 に よ っ て も 差 し 支 え な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 の 使 用 準 備 状 態 の 先 端 近 傍 部 の 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 の 使 用 準 備 状 態 の 先 端 近 傍 部 の 側 面 断 面
図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 の ク リ ッ プ が 最 も 開 い た 状 態 の 先 端 近 傍
部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 の ク リ ッ プ が 閉 じ て 患 部 に ク リ ッ ピ ン グ
さ れ た 状 態 の 先 端 近 傍 部 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ク リ ッ プ 装 置 の ク リ ッ プ 留 置 状 態 の 先 端 近 傍 部 の 側 面
断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ 　 可 撓 性 シ ー ス
　 ２ 　 操 作 ワ イ ヤ
　 ３ Ａ 　 嘴 状 部 材
　 ３ Ｂ 　 駆 動 部 材
　 ４ 　 通 孔
　 ５ 　 括 れ 部
　 ６ 　 駆 動 ワ イ ヤ
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　 ７ 　 継 ぎ 管
　 ８ 　 貫 通 孔

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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